
 

 

（１）地区計画の区域内における行為の届出（都市計画法第５８条の２） 

地区計画の区域内（地区整備計画が定められている区域内）で、以下に掲げる行為を行

おうとする者は、行為の種類や場所、設計・施工方法について、その行為に着手する３０

日前までに市長に届出しなければなりません。 

 

◆届出に必要な行為概要 

  ①土地の区画形質の変更 

  ②建築物の建築又は工作物の建設 

  ③建築物等の用途の変更 

 

◆届出に必要な書類 

届出者 建築主 

届出書類  １ 届出書 

（市建設課窓口で配布、又は市ホームページ上からダウンロード） 

 ２ 当該土地の位置図（道路地図等） 

 ３ 周辺状況図（住宅地図等） 

 ４ 土地利用計画図（配置図） 

 ５ 建築物等の平面図、立面図 

届出部数  ２部（正本１部、副本１部） 

  

 

（２）その他の注意事項等について 

●上記の書類のほかに、案内図や必要に応じて参考となる資料を提出していただくこ 

とがあります。 

  ●副本は内容の審査後、地区計画に適合している場合、適合通知書を添えてお返ししま 

す。 

  ●ホチキスとじまたはファイルとじ（左とじ）に、サイズはＡ４としてください（図面 

もＡ４に折りたたんでください）。 

  ●代理の方が届出される場合は、委任状を添付して下さい。 

 

 

 

 

 

地区計画の届出について 



（３）届出から工事着手までの手続きの流れ 

地区計画の区域内における行為の届出から、工事着手までの手続きについては、下記の 

流れとなります。 
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